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平
成
二
十
二
年

五
月
二
十
二
日

（
土
）

高
校
総
体
レ
ス
リ
ン
グ
神
奈
川
県
予
選

団
体
戦
決
勝

narration

02

団
体
戦
の
決
勝
の
相
手
は
、

全
日
本
級
の
選
手
を
揃
え
た

優
勝
候
補
の
本
命
、
日
大
藤
沢
高
校
。

白
熱
し
た
試
合
は
、
三
対
三
と
な
り
、

全
国
大
会
の
切
符
が
か
か
っ
た

最
後
の
試
合
が
始
ま
っ
た
。

全
国
大
会
出
場
は
、

自
分
の
背
中
に

か
か
っ
て
い
る…

背
中
に…

こ
れ
で
、

決
め
て
や
る
！



自
分
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
、

背
中
を

鍛
え
て
き
ま
し
た
。

narration

秋
谷
コ
ー
チ
に
は

「強
く
な
り
た
か
っ
た
ら

背
中
を
鍛
え
ろ
！
」

　
　
　
　

と
い
つ
も
言
わ
れ
て
ま
す
。

自
分
た
ち
は
コ
ー
チ
に
い
つ
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

レ
ス
ラ
ー
と
し
て
の
強
さ
は
背
中
に
あ
る
と
。

そ
れ
は
、
引
き
付
け
、
持
ち
上
げ
等
の

レ
ス
リ
ン
グ
に
必
要
不
可
欠
な
筋
肉
が

背
中
に
集
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

KAISETU
鍛えられた背中の
肩甲骨の上の後背筋
（こうはいきん）と
背骨の上の背中起立筋
（せきちゅうきりつきん）
の動きが「鬼が笑って
いる」ように見えること
からこう言われる

二か月前、

自分は、 同じ言葉を

思いがけない場面で

思いがけない人から聞きました

鍛
え
ら
れ
た
秋
谷

（
あ
き
や
）
コ
ー
チ
の

背
中
で
は
い
つ
も

鬼
が
笑
っ
て
い
ま
す
。

03



「背
中
だ
！
」

narration

と
学
校
長
は
、

言
わ
れ
ま
し
た…

「一
年
生
が
見
て
い
る
の
は

君
達
、
模
範
生
徒
の
背
中
だ
」
と…

高等工科学校長
陸将補
神奈川　賢
（かながわ　けん）
生徒　19 期

KAISETU

04



narration

新
入
生
が
着
校
す
る
日
に
行
わ
れ
た

僕
達
、
模
範
生
徒
へ
の
訓
示
で

そ
の
言
葉
を
聞
き
ま
し
た
、

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

（
木
）

二
十
二
年
度
前
期
模
範
生
徒
任
命
式

君
た
ち
が
模
範
生
徒
に
な
る
に
あ
た
っ
て

次
の
三
点
を
要
望
す
る

一　

活
模
範
を
示
し…

愛
情
を
持
っ
て…

二　

指
導
の
結
果
は
早
急
に
求
め
る
な

三　

自
分
自
身
の
勉
学
・
訓
練
・
部
活
動

　
　
　
　

も
し
っ
か
り
と…

コ
ー
チ
と

同
じ
だ
。

背
中
か…

自
分
は
こ
の
時
、

心
の
中
で
誓
い
ま
し
た

「『背
中
で
語
れ
る
男
』

に
な
る
ぞ
」
と…

模
範
生
徒
上
番
間
は
、

様
々
な
苦
労
が
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
苦
労
は
必
ず
将
来
の
糧
と
な
る

は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
三
カ
月
の
勤
務
に
全
力
を

傾
け
や
り
残
し
た
と
思
う
こ
と
が
無
い

よ
う
大
い
に
努
力
せ
よ
。

諸
官
の
生
徒
と
し
て
の
成
長
を

期
待
し
て
訓
示
と
す
る
。

05
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自
己
紹
介
が
遅
れ
ま
し
た
。

自
分
は
生
徒
五
十
四
期
の

津
久
井
羽
磨
と
言
い
ま
す
。

三
週
間
前
か
ら
模
範
生
徒

を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。

自
分
が
模
範
生
徒
に
な
ろ
う

と
思
っ
た
の
は
、
一
年
生
の

時
に
模
範
生
徒
だ
っ
た
武
山

先
輩
に
憧
れ
た
か
ら
で
す
。

模範生徒
生徒 54 期（３学年）
津久井　羽磨（つくい　はま）
鹿児島出身、レスリング部
通称 :ハマー（米陸軍高機動車）

KAISETU

３等陸曹
生徒 52 期（平成 21 年 3 月卒業）
武山　衛（たけやま　まもる）
北海道帯広出身

KAISETU

兄
貴
の
よ
う
に
暖
か
く
て

頼
り
に
な
る
逞
し
い
背
中
を

し
た
先
輩
で
し
た
。

し
か
し…

、
今
、
武
山
先
輩
と

同
じ
模
範
生
徒
に
な
っ
て
み
る
と

そ
の
難
し
さ
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

右
も
左
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
一
年
生
の

面
倒
を
み
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
二
年
生

の
対
番
に
頼
り
切
り
だ
し…

自
分
の
思
う
よ
う
に

一
年
生
は
動
い
て
く
れ
な
い
し
、

ま
し
て
や
、
『背
中
で
語
れ
る
男
』

は
遥
か
彼
方
だ
し… と

り
あ
え
ず
、

背
中
の
筋
肉
を

鍛
え
る
日
々…

悩
ん
で
い
ま
す
。

自
分
は
、
今…

平
成
二
十
二
年

四
月
二
十
日

（
火
）

06



narration

今
の
悩
み
は…

KAISETU
生徒 56 期（１学年）
　子安　亜斗夢
（こやす　あとむ）
北海道函館出身

生徒 56 期（1学年）
　衣笠　　充治
（きぬがさ　じゅうじ）
大阪府出身

KAISETU

KAISETU
生徒 56 期（１学年）
　長井　港

（ながい　みなと）
兵庫県（神戸市）出身

KAISETU
生徒 56 期（１学年）
　武山　御幸
（たけやま　みゆき）
北海道帯広出身

元
気
の
な
い

一
年
生
に

気
合
い
を

入
れ
よ
う
ぜ
！

模範生徒
生徒 54 期（３学年）
三戸　明（みと　あきら）
東京都出身、ドリル部

KAISETU

い
つ
も
、
み
ん
な
よ
り

動
作
が
遅
く
て
、

団
体
行
動
に

つ
い
て
い
け
な
い
小
安

誰
に
で
も

突
っ
込
み
、

一
言
多
い

関
西
コ
ン
ビ

な
ん
で
や
ね
ん
！

ち
ょ
っ
と

無
理
し
過
ぎ
！

超
マ
ジ
メ
武
山

相
変
わ
ら
ず
の

変
顔
王
！

対
番
の
林

KAISETU
生徒 55 期（2学年）
　林　　武
（はやし　たけし）
神奈川県出身
ラグビー部

模範生徒
生徒 54 期（３学年）
大津　将（おおつ　しょう）
島根県出身、柔道部

KAISETU

指
導
の

方
向
性
が

心
配
な

模
範
生
徒

仲
間
！

模範生徒は、

一学年の各クラス（区隊）

毎に３名ずついる。

KAISETU

07

KAISETU
入学時から新入生の
面倒をマンツーマン
で見る２年生



narration

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
い
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
、
昼
休
み
に

図
書
館
へ
行
く
。

林
と
武
山
が

対
番
同
士
で

談
笑
し
て
い
た
。

自
分
の
区
隊
の
二
学
年
の
対
番
に
は
、

ほ
ん
と
う
に
感
謝
し
て
い
る
。

こ
の
三
週
間
乗
り
切
れ
た
の
も

あ
い
つ
ら
の
頑
張
り
の
お
か
げ
だ
。

夏
は
や
っ
ぱ
り
、

志
賀
高
原
ぜ
よ
！

ま
た
、

ク
ラ
ブ
勧
誘

　
　
　

で
す
か
！

平
成
二
十
二
年

四
月
二
十
日

（
火
）

昼
休
み

0８
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七
時
限
め
は
、
め
ず
ら
し
く
自
習
だ
っ
た
の
で
、

一
年
生
の
体
力
測
定
、
三
千
メ
ー
ト
ル
走
の

応
援
に
行
っ
た
。

応
援
し
た
。

0９



narration

一
年
生
は
、
武
山
に
来
て

一
か
月
に
も
な
ら
な
い
の
に

思
い
の
ほ
か
体
力
が
つ
い
て
き
て
い
る
。

で
も
、
ま
だ
ま
だ
か…

五
月
の
連
休

（
一
年
生
は

帰
省
で
き
る
）
を
前
に
し
て

ち
ょ
っ
と
調
子
づ
い
て
い
る

の
は
た
し
か
だ
が…

余
裕
っ
す
よ
！

本
当
か
？

大
丈
夫
か
？

・
・
・

１０



メ
タ
ボ
解
消
も

ま
だ
ま
だ…

narration

カヌー部艇庫

KAISETU

陸上競技場、野球場、

ラグビー場等は工事中

KAISETU

ラグビー部の
臨時練習場

KAISETU
ドリル部練習場

KAISETU

マ
ジ
キ
ツ
イ
っ
す
。

１１

今
日
、
八
時
限
め
以
降
は
、

各
区
隊
ご
と
に
模
範
生
徒
が

一
年
生
を
引
率
し
て

ク
ラ
ブ
見
学
だ
。

一
年
生
は
、
特
定
ク
ラ
ブ

（
ド
リ
ル
部
、
吹
奏
楽
部
、

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
）
又
は
、

体
育
ク
ラ
ブ
に
必
ず

入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
月
の
連
休
明
け
に
は

仮
入
部
と
な
る
の
で

今
日
は
、
特
定
ク
ラ
ブ

や
体
育
ク
ラ
ブ
を

見
て
回
る
の
だ
。



narration

初
夏
の
光
を
浴
び
て
小
田
和
湾
の

水
面
が
輝
い
て
い
た

ク
ラ
ブ
見
学
は
ま
ず
カ
ヌ
ー
部
か
ら
。

カ
ヌ
ー
部
は
昨
年
度
の
卒
業
生
が

ロ
シ
ア
で
行
わ
れ
た
世
界
選
手
権
に
も

出
場
し
た
強
豪
ク
ラ
ブ
だ
。

よ
う
こ
そ
カ
ヌ
ー
部
へ
！

世
界
が
君
達
を

待
っ
て
る
ゼ
！

先
輩
！

う
ま
い
こ
と

言
い
ま
す
ね
！

１２



narration

ド
リ
ル
部
は
こ
の
春
か
ら

新
制
服
で
ド
リ
ル
展
示
を

や
る
ら
し
い
。

す
ご
い
！

揃
っ
て
る
！

顔
ま
で…

１３

本物の小銃（M1 ライフル）
を使ってドリル（儀仗）
を行うクラブ。部内外の
評価も高い人気のクラブ。

KAISETU



narration

自
分
は
レ
ス
リ
ン
グ
な
の
で
毎
日
、

練
習
で
一
対
一
で
組
み
合
っ
て
い
る
が
、

集
団
で
組
む
ス
ク
ラ
ム
に
つ
い
て

キ
ャ
プ
テ
ン
油
壺
か
ら
の
説
明
は

興
味
深
か
っ
た
。

ラグビー部主将
生徒 54 期（３学年）
油壺　剛（あぶらつぼ　つよし）
埼玉県出身

KAISETU

ス
ク
ラ
ム
の
最
前
列
に
い
る
選
手
は
、
高
校
生
で
も

お
よ
そ
三
百
キ
ロ
の
圧
力
を
う
け
る
。
そ
の
た
め
、

一
人
ひ
と
り
が
強
く
な
け
れ
ば
た
ち
ま
ち
ス
ク
ラ
ム

は
崩
れ
て
し
ま
う
。

ス
ク
ラ
ム
は
た
だ
腕
を
組
み
合
わ
せ
て
列
を
つ
く
る

だ
け
で
は
な
い
。
一
人
ひ
と
り
が
最
大
限
の
力
で

ス
ク
ラ
ム
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
姿
勢
を
維
持

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
だ
仲
間

み
ん
な
で
最
大
限
の
パ
ワ
ー
を
生
み
出
す
の
が

ラ
グ
ビ
ー
の
ス
ク
ラ
ム
だ
。

と
コ
ー
チ
が
い
つ
も
言
っ
て
ま
す
。

１４



narration

も
う
ひ
と
つ
驚
い
た
の
は
、

対
番
の
林
だ
。

は
じ
め
て
学
校
に
来
た
日
か
ら

知
っ
て
い
る
林
と

全
く
違
っ
た
ラ
ガ
ー
マ
ン
が

そ
こ
に
い
た
。

か
っ
こ
よ
か
っ
た
、

で
も
、
ア
イ
ツ
は
、

図
に
乗
る
の
で

だ
ま
っ
て
お
こ
う
！

男
子
三
日
見
ざ
れ
ば…

で
す
よ
。
津
久
井
先
輩
！

KAISETU
生徒 55 期（2学年）
　林　　武
（はやし　たけし）

１５
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そこには…

今
日
は
、
つ
い
で
に

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
も
見
学

そ
こ
に
は
、
早
々
に
入
部
し
た

い
つ
も
は
見
た
こ
と
の
な
い

輝
く
子
安
亜
斗
夢
が
い
た
。

楽
し
い
で
す
！

１６



narration

夕
食
、
入
浴
の
あ
と
１
９
０
０
～
１
９
５
０
は

自
主
管
理
時
間
と
い
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が

靴
を
磨
い
た
り
、
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
た
り
し
て
、

明
日
の
準
備
を
す
る
時
間
だ
。

一
年
生
は
、
携
帯
電
話
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

家
に
電
話
で
き
る
の
は
、
こ
の
自
主
管
理
時
間
が
メ
イ
ン
。

こ
の
時
間
、
一
年
生
の
隊
舎
前
に
あ
る
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
扉
は

ふ
る
さ
と
へ
通
じ
る

「ど
こ
で
も
ド
ア
ー
」
に
な
る
。

１７

う
ん
。

元
気
に

し
と
る
と
？



自習時間
20:25 ～ 22:20 あ

、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

区
隊
ご
と
の
自
習
室
で
勉
強
す
る
時
間
だ
。

武
山
生
徒
が
手
紙
を
書
い
て
い
た
。
だ
ま
っ
て
ス
ル
ー
し
た
。

自
分
も
武
山
先
輩
に
見
逃
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

自習時間は今日の授業の復習や
明日の予習をする時間であり、
手紙を書くことは許可されて
いない。

KAISETU

２
０
２
５
～
２
２
２
０
は
、

自
習
時
間
。

１８



２
１
２
５
～
２
１
３
５
は

自
習
休
憩
の
時
間

前
段
の
自
習
時
間

終
了
と
同
時
に

明
り
が
消
え
た
。

突
然
の
暗
転
か
ら

コ
ン
サ
ー
ト
が

始
ま
っ
た
。

一
年
生
の
皆
さ
～
ん

戦
場
の
ギ
タ
リ
ス
ト
の

登
場
で
～
す
！

み
ん
な
！
元
気
か
～
い
！

俺
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

「
元
気
出
せ
よ
」
歌
う
よ
！

毎
日
毎
日

や
ん
な
き
ゃ
な
ん
な
い
事
は

山
ほ
ど
あ
る
さ

で
も
上
を
向
い
て

み
ん
な
で

歩
い
て
い
る
と

少
し
ず
つ
で
も

進
ん
で
い
く
ん
だ

大
津
は
長
淵
剛
の
大
フ
ァ
ン
だ
。

さ
す
が
に
、

似
て
い
る
！

模範生徒
生徒 54 期（３学年）
三戸　明（みと　あきら）
東京都出身、ドリル部

KAISETU

模範生徒
生徒 54 期（３学年）
大津　将（おおつ　しょう）
島根県出身、柔道部

KAISETU

１９
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半
人
前
の
ボ
ウ
ズ
頭
だ
っ
て
、

あ
き
ら
め
な
き
ゃ

な
ん
と
か
な
る
さ
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
る

だ
け
ど…

急
ぎ
す
ぎ
な
い
で

無
理
し
な
い
で…

歌
声
が
沁
み
て
い
く…

２０

良
い
歌
詞
だ
っ
た…

一
人
で
寂
し
く
悩
ま
な
い
で

辛
い
時
は
み
ん
な
同
じ

そ
う
思
っ
て

明
る
く
開
き
直
ろ
う
ぜ

君
は

ひ
と
り
じ
ゃ

な
い
か
ら

み
ん
な
が

君
の
努
力
を

見
て
る
か
ら

で
も…

今
日
は
ゆ
っ
く
り

休
ん
で

明
日
頑
張
り
な
よ



「一
年
生
に
気
合
い
を

入
れ
た
い
」
と
大
津
と

三
戸
か
ら
相
談
を
受
け
た
時
、

大
丈
夫
か
と
心
配
し
た
。

ま
さ
か
、
こ
ん
な
コ
ン
サ
ー
ト

を
や
る
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
。

歌
う
の
は
大
津
だ
が
、

三
戸
は
、
区
隊
長
や

担
任
の
先
生
が
た

当
日
の
当
直
幹
部
ま
で

漏
れ
な
く
説
明
に
ま
わ
っ
て

自
習
の
中
休
み
に
コ
ン
サ
ー
ト

を
５
分
だ
け
や
る
こ
と
を

許
可
し
て
も
ら
っ
て
い
た
の
だ
。

区
隊
長
に
、
ご
相
談
が

あ
り
ま
す
。

三
戸
は
、
後
期
の

生
徒
会
長
候
補
で

こ
う
し
た
交
渉
に
は

抜
群
の
実
力
を
発
揮
す
る
！

今
日
は
、

同
期
の

大
津
や

三
戸
の

背
中
が

大
き
く
見
え
た
。

一
年
生
は
、

心
配
す
る
ほ
ど

元
気
に
な
っ
た
。

み
ん
な
！

元
気
だ
そ
う
ぜ
！

２１



再
び
、
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
一
ヶ
月
後
の

平
成
二
十
二
年

五
月
二
十
二
日

（
土
）

高
校
総
体
レ
ス
リ
ン
グ
神
奈
川
県
予
選

団
体
戦
決
勝

narration

よ
し
っ
！

行
く
ぞ
！

２２



２３



そ
の
ま
ま
、

抑
え
込
め
！

２４



２５



今
日
も

良
い
背
中
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
よ

肩
を
組
ん
だ
時
、

仲
間
達
の

背
中
が
、

い
つ
も
よ
り
、

ひ
と
ま
わ
り
逞
し
く

な
っ
て
い
る
の
を

感
じ
て
い
た
。

TO BE　CONTINUED

生
徒
物
語
は
続
く

こ
の
試
合
の
後
、

三
か
月
の
模
範
生
徒
の

任
務
は
終
わ
り
ま
し
た
。

背
中
で
引
っ
張
っ
て
い
く
方
法
は

今
で
も
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
難
し
さ
は

わ
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
て
い
ま
す
。

２６
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作者第２話　あとがき

　生徒物語、 第３話 「津久井羽磨の背中」 を読んでいただきありがとう
ございます。 第３話は、 希望して模範生徒となった、 第５４期津久井生
徒が悩みながら成長していく姿を描きました。 『模範生徒』 は四半世紀
以上前には 『指導生徒』 と呼ばれていた時期がありました。 しかし、 「
１５歳から１８歳までの若者相互の指導とは何か？」 という議論があり、
一時期 「指導生徒制度」 そのものが廃止された時期がありました。 現在、
1 年生に指導するというより、 三年生が 「模範」 を示すという位置づけで
見直しがなされ、 「模範生徒制度」 が始まり 5 年が過ぎようとしています。
この制度では、 3 年生のリーダーシップを期待するというよりも、 その難し
さを肌で感じて成長を促すという大きな目的をもっています。 3 年生は１
年生に常に見られているということで、 いや、 それ以上にリスペクトされて
いるという実感の下でグングンと大人になっていきます。 模範生徒制度は
今では、 世界で一番早く下士官になる高等工科学校生徒制度の中でも
意義あるシステムになっています。
　また、 カヌーやレスリング等のクラブ活動はほとんどの者が初心者から
始まりますが、 監督 ・ コーチ （自衛官や防衛教官） の熱心な指導で非常
に充実して結果も残しています。 ３話では、 その一端としてレスリング部
をとりあげました。
　今回も、 作成の過程で職員、 生徒達の協力のおかげで貴重なヒントを
頂きました。 ありがとうございました。
　また第 2 話までのＨＰへの反響も大きく、 とくに小林よしのり氏が 「ゴー
マニズム宣言」 （ＳＡＰＩＯ2010 年 8 月 25 日号） で 「生徒物語」 を紹介
して頂いたことで第 3 話作画の励みになりました。

　2010.09.23
　高等工科学校副校長

　1 等陸佐　三原　光明
みはら　　こうめい

2010.9.23




